
静
岡
の
戦
災
孤
児
と 

鐘
の
鳴
る
丘 

小
島
孝
子 

（臨
床
心
理
士
）  

 
 
 
 

 
 

 

ミニ講話 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

戦
災
孤
児
の
調
査
は
、
敗
戦
か
ら
二
年
半
が
経
っ

て
、
や
っ
と
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、

満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
孤
児
約
一
万
一
千
人
を
含

め
て
、
十
二
万
四
千
人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。（
厚

労
省
児
童
局
企
画
課
調
。
）
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
直
接

統
治
下
に
あ
り
、
統
計
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

一
般
市
民
の
死
者
も
正
確
な
数
が
分
か
ら
な
い

時
代
で
す
か
ら
、
実
際
の
孤
児
は
こ
の
調
査
で
把
握

し
た
数
字
以
上
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

孤
児
収
容
の
た
め
に
全
国
に
作
ら
れ
た
施
設
は

二
百
八
十
ヶ
所
、
七
千
六
百
人
の
孤
児
を
収
容
し
ま

し
た
。
こ
の
内
、
公
営
の
施
設
は
わ
ず
か
に
四
十
ヶ

所
で
、
一
千
六
百
人
で
す
。
誰
も
が
生
き
延
び
る
た

め
に
必
死
の
時
代
で
し
た
が
、
孤
児
た
ち
の
施
設
を

作
り
、
面
倒
を
見
た
の
は
主
に
民
間
人
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
心
が
温
ま
り
ま
す
。 

一
方
、
収
容
さ
れ
な
い
、
ま
た
収
容
さ
れ
る
の
を

拒
否
し
た
多
く
の
孤
児
た
ち
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
人
生
を
歩
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
新
聞
に

は
戦
後
二
年
目
の
「
元
旦
か
ら
七
日
ま
で
に
上
野
駅

地
下
道
で
十
一
人
の
孤
児
が
凍
死
し
た
」（
朝
日
、
昭

和
二
十
二
年
一
月
九
日
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

時～ 時 

 

そ
の
上
野
駅
地
下
道
で
、
同
じ
時
に
、
今
回 

お
話
す
る
静
岡
の
戦
災
孤
児
の
一
人
、
品
川
房 

二
（
十
二
歳
）
が
仲
間
と
靴
磨
き
を
し
て
い
ま 

し
た
。
彼
は
自
由
で
幸
せ
な
孤
児
た
ち
の
家
を 

作
ろ
う
と
し
た
品
川
博
に
従
っ
て
、
浜
松
の
孤 

児
収
容
施
設
を
去
っ
た
五
人
の
う
ち
の
一
人
で 

し
た
。
彼
ら
は
、
当
時
始
ま
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送 

「
鐘
の
鳴
る
丘
」
を
聞
き
、
憧
れ
た
の
で
し
た
。 

実
は
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
は
菊
田
一
夫
が
創
作 

し
た
話
で
、
事
実
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
・
・
。 

  

  

  

空襲で焼け野原になった静岡市内（遠くは浅間山） 

静岡市葵区新富町周辺（山梨写真館） 



 

 

バスでお越しの場合  

静岡駅北口５,６番線からのすべてのバス 

巴町下車  徒歩７～8 分 

０９０－５６２０－６０７０ 

↑笑いは百薬の長 

↑ 

で
生
き
た
。
今
、
そ
れ
は
、
彼
の
人
生
を
塗
り
込
め
た
余

技
に
な
っ
て
い
る
。」 

（
『
こ
の
三
十
年
の
日
本
人
』
新
潮
社
、
第
九
刷
、
昭
和
五
十
一
年
） 

                           

                              

 
上藤美紀代による  

 
  

先日、ある社会福祉法人の施設で、職員研

修の講師を務めて参りました。７０代半ばと思し

き理事長が、率先して最前列で受講。終了後

には、「年齢を重ねて声は出にくくなるし、口も

思うようには動かなくなって気持ちが沈んでい

たけれど、このトレーニングを毎日やれば、ま

た元気に話せるようになりそうだ！ 何か新し

いことにチャレンジできそうだなあ！」と笑って

いらっしゃいました。今月も皆さんご一緒に、声

を出して“前向きに”なりましょう！前回に続

き、「のどを鍛える」トレーニングも行います。 

 

ヴォイストレーニング 

元 SBS アナウンサー 上藤美紀代さん 
 

最後に合唱しましょう 

元パパさんコーラス指揮者 

松永好夫さんの指揮と 

アコーデオン伴奏 

 

 

１２月のイヴェント 

090-5620-6070 
 

（
一
面
か
ら
の
続
き
） 

 
彼
ら
は
上
野
駅
地
下
道
、
後
に
は
前
橋
駅
前
で

靴
磨
き
を
し
て
生
活
費
を
稼
ぎ
、
資
金
を
貯
め
、

つ
い
に
鐘
の
鳴
る
丘
の
上
に
、
自
分
た
ち
の
目
指

す
「
と
ん
が
り
帽
子
の
赤
い
屋
根
」
が
あ
る
家
を

作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
品
川
房
二
は
三
年
間
浪

人
し
て
医
大
に
入
学
し
、
医
者
に
な
り
ま
し
た
。 

晩
年
の
品
川
房
二
に
つ
い
て
、
児
玉
隆
也
は
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。 

「
品
川
房
二
は
雨
あ
が
り
の
道
を
東
京
に
帰
っ

た
。
靴
が
汚
れ
た
。
今
夜
、
医
学
博
士
・
品
川
房

二
は
、
そ
の
靴
を
磨
く
だ
ろ
う
。
彼
は
、
靴
だ
け

は
い
ま
だ
に
一
度
も
他
人
に
磨
か
せ
た
こ
と
が
な 

い
。
家
族
の
靴
も
自
分
で
磨
く
。
昔
、
彼
は
そ
れ

で 

鐘の鳴る丘の家 群馬県前橋市 

８

分 

バスでお越しの場合、静岡駅北口５番、６番発の 

全てのバスがご利用可 「巴町」下車 徒歩８分 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/ja/5/5e/Tongariboushi.jpg



